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総枚数
本文

図表
カラー

図表
モノクロ

1 巻頭言 病院長 荒木　康之 1 1

2 図説 放射線科 浦島　正喜 産科出血に対するIVR 19 5 14

3 図説 病理診断科 山崎　理恵 広島市立広島市民病院における子宮平滑筋肉腫の検討 28 7 21

4 序論 精神科 和田　健 緩和ケアの広がりと提供体制 2 2

5 特集 循環器内科 塩出　宣雄 心不全終末期の緩和ケア 7 6 1

6 特集 精神科 倉田　明子 緩和ケアにおける心のケア 11 8 3

7 特集 緩和ケア 岡部　智行 緩和ケアを取り巻くこの10年の変化 14 6 8

8 特集 研修医 秋山　拓也
歩行不能であった転移性脊髄圧迫に対する放射線治療後の歩行機能と
治療開始遅延に関する後方視的検討

15 11 4

9 特集 薬剤部 村上　礼隆 緩和ケアに使用する薬剤の特徴　～新規薬剤を中心に～ 4 4

10 特集
看護部
（西7）

信安　早季
危機的状況にある血液腫瘍患者家族の代理意思決定に関わる看護師の
役割

6 6

11 特集 医療支援センター 中津　千恵子 医療機関におけるがん患者への就労支援の意義について 13 8 5

12 一般 脳神経内科 田妻　卓
針筋電図検査にて myotonic discharge を認め診断に至った低カリウ
ム性ミオパチー の一例

11 5 6

13 一般 歯科口腔外科 石邊　紀章 人工呼吸管理中に浮腫による巨舌を呈した１例 11 6 5

19 抄録 7 7

20 業績集 79 79

21 編集後記 部会長 吉田　英生 1 1

22 その他 投稿規定・奥付 2 2

231 164 60 7

※空欄を多く含む頁、図表のサイズなどもあるため編集後は150頁前後となる見込み


